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令和５年度　街路交通調査費補助　概算要望調書提出
国土交通省「新経済・財政再生計画改革工程表2018」において，都市計画道路の見直し検討
に着手した市町村割合を2023年度末までに100％，見直しを行った市町村割合を2023年
度末までに90％にすることが定められた。

千円

一般財源 6,300 一般財源 4,400 千円 一般財源 20,000 千円

特定財源 3,100 特定財源 2,200 千円 特定財源

〇都市計画道路再検討に係る前
提条件の整理
〇都市計画道路再検討カルテの
作成
〇将来交通量推計（その１）

〇将来交通量推計（その２）
〇都市計画道路ネットワークの
検討(再編道路網検証・評価)

○都市計画変更

予  算  額 9,400 予  算  額 6,600 千円 予  算  額 20,000 千円

50% 100% - 100%

年度 事業内容 令和 7 年度 事業内容令和 5 年度 事業内容 令和 6

成　　果　　指　　標

指　　標　　名 単　位

都市計画道路未整備区間の見直し %

現　在　値

6 年度 令和 7 年度 最終目標値

目　　標　　値

令和 4 年度 令和 5 年度 令和

0%

事　　業　　の　　全　　体　　像

①現状（今，どのような課題があるか）

長期未着手となっている都市計画道路についての継続，変更又は廃止の方向性及び産業系土地利
用に伴う新たなネットワークが必要である。平成12年以降，全国の市区町村の約８割が都市計画
道路の見直しを行っているが，常総市は未着手である。

②対象（誰を・何を対象とするか）

常総市及び都市計画を巡る社会環境等の変化を踏まえるとともに，圏央道の供用により近年変化
の著しい産業系交通需要の対応を考慮しながら，コンパクトシティと本市の活力となる産業系土
地利用の実現に向け、現在の都市計画道路ネットワークの検証を行い、都市計画道路の廃止・変
更，新規決定についての方向性を明らかにする。

③理想（最終的に，現状や対象をどのような状態にしたいのか）

当初から都市計画道路が決定されていた市街地は，鬼怒川東部に位置し浸水想定区域となってお
り，家屋等も多いことから、整備の見込みのない都市計画道路もあり，見直しが必要である。鬼
怒川西部では，圏央道の供用により産業系土地利用の需要が高まっており，市の活性化のために
は計画的な産業誘致に向けた道路ネットワークの構築が必要となっている。

④手段（どのような活動・取組みを行い理想に近づけるのか）

将来交通量推計結果等をもとに、存続・変更・廃止，新規決定について，評価・検証を実施す
る。

事　業　名 都市計画道路再検討調査

予　算　科　目 部 内 の
優先順位

-
一般会計 8 款 4 項 1 目

施策の大綱 都市基盤の充実 デジタル田園都市

施 策 分 野 道路網の整備 ゼロカーボンシティ

令和 5 年度  実 施 計 画 調 書
担当部 都市建設部

担当課 都市計画課


